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椅
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限
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激
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概
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ず
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熱
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、
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皐
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す
る
興
味
は
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を
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て
艶
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と
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が
な

か
っ
た
。
〔
情
、
皐
位
諦
丈
に
於
け
る
水
槽
装
置
に
依
る
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皐
的
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済
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す
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史
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位
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岡
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軸
邑
平
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な
串
岡
崎
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形
町
胃
時
計
を
工
夫
し
、
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は
、
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、
影
を
作
り
仙
の

輔
が
午
後
に
な
る
と
彰
を
作
る
様
陀
椿
え
た
ロ
後
に
な
っ
て
、
彼
託
頁
に

ー
精
巧
な
日
時
計
を
作
り
上
げ
た
。
即
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、
赤
道
主
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行
に
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属
的
壌
を
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環
の
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に
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近
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滑
事
者
の
一
人
と
し
て
世
界
に

知
ら
れ
た
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位
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し
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。
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成
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に
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て
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た
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検
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蓮
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た
。
若
し
、
数
盟
経
済
畢
が
関
汎
な
担
解
と
使
用
と
を
獲
得
ぜ
ん
と
す

P
ー

な
ら
、
徴
積
分
事
の
知
識
が
品
現
な
る
と
と
に
気
付
言
、
彼
は
、
相
神
間
事

徒
の
偲
に

R
K
μ
F
E
H
3
5
f
n
Z
S
E
R
Y
O
H
U
E
S
H帥
S
H
E
-
P
H
邑
品

目。
ω
百
H
A
H
E官
O
M
P
H
q
z
k
'
E
E
M
μ
E仏
E
間
出
旦
】
一
MmHERNL
開

g
国
守

L

3

ノ
メ
ト
リ
ッ
ク
ソ
サ
イ
ヱ
ナ
イ

E

E

E仏
苫

曾

ZEBu-正
著

し

た

。

彼

は

計

量

締

済

皐

曾

的

設

立

~ 

第
六
十
二
巻

一
六
七

事
大
競

四
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ア
ー
ゲ
イ
ン
グ
・
フ
ィ
ッ
U
V

ャ
ー
の
生
握

並
び
に
骨
長
の
一
入
園
で
あ
り
、

E
A
V
其
の
財
政
的
支
援
者
ア
も
あ
っ
た
。

彼

の

教

科

書

占

E
Z
Z
E
E
-
E。
同
国
n
S
O
B
-
g
u
凶
器
ー
は
国

表
、
曲
線
、
並
び
に
公
式
の
用
語
陀
於
て
、
嘗

τ
例
の
な
い
特
徴
的
な
も

の
で
あ
り
、
彼
の
そ
の
頃
の
皐
栴
輔
丈
目
、
物
盟
事
的
・
教
事
的
世
界
町

臭
い
が
し
た
0

7
ィ

?ν
ァ
ー
は
、
そ
町
『
交
換
方
程
式
』
で
有
名
で
あ

る
が
、
彼
を
研
費
す
る
者
位
、
機
械
仕
掛
的
在
、
あ
町
方
程
式

E
詩
明
ず

る
『
水
槽
』
装
置
を
思
い
起
す
で
あ
ろ
う
。
比
町
樺
問
、
彼
が
数
畢
と
物

理
周
申
と
を
、
思
い
の
偉
に
匝
使
し
た
結
果
、
彼

ω
聴
講
者
、
噛
問
者
は
、
限

定
せ
ら
れ
、
更
に
そ
れ
の
h
F

で
な
〈
、
誤
解
を
ず
ら
惹
き
起
し
た
。
蓋
し

そ
れ
は
心
理
的
問
子
宮
唖
翻
す
る
乙
之
、
お
な
り
、
彼
の
用
い
る
誼
轍
廿
事
'

貨
に
韓
日

-kt嘗
て
聞
取
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

彼
自
数
串
的
性
向
日
炉
、
直
ち
に
統
計
皐
へ
の
閥
心
に
惑
っ
た
の
だ
左
考

え
ら
れ
る
ト
も
知
れ
阻
炉
、
彼
自
身
の
麗
々
時
ヲ
た
所
医
依
る
之
、
彼

ι

自
己
的
生
涯
を
通
じ
て
の
闘
心
を
支
配
し
た
問
題
、
即
ち
、
貨
幣
の
購
買

力
の
安
定
主
一
再
ろ
問
題
を
掴
じ
て
、
統
計
阜
の
分
野
え
戻
っ
た
の
で
あ
ワ

た
。
恰
も
彼
が
畢
的
糎
陪
を
開
始
し
た
で
八
九

0
年
代
目
初
期
医
位
、
貨

幣
問
題
は
幅
済
率
的
闘
争
目
最
前
棋
の
翻
が
あ
っ
た
。
一
般
慣
持
水
準
は

高
騰
を
槙
け
た
。
彼
は
、
貸
手
と
借
手
・
と
は
貸
付
刺
子
寧
に
一
於
る
補
償
的

関
整
に
依
操
し
っ
て
貨
幣
の
購
買
力
担
割
の
危
害
に
白
島
を
投
げ
出
す

・
と
主
張
し
た
。
一
八
九
式
年
に
ば
プ
ラ
イ
ヤ
ン
に
反
勤
し
、
『
健
全
貨
幣
』
I

令
。
自
色
語

S
4
}
f目
立
場
を
之
り
、
圏
内
複
本
位
制
也
、
国
際
複
本
位
制

も
、
共
忙
賢
明
な
救
済
策
と
は
信
じ
な
か
っ
た

Y
不
安
淀
な
貨
幣
の
購
買

.，~. 

静
六
十
三
春

力
が
膏
す
綱
審
問
パ
世
胞
の
棚
田
り

H
に
主
り
育
分
に
人
々
に
理
解
特
ら
れ

る
に
至
っ
た
。
如
何
忙
そ
の
耐
寄
は
包
括
的
接
選
的
、
旦
つ
破
壊
的
で
-
あ

っ
た
乙
主
か
。
彼
の
一
位
骨
的
情
熱
は
、
彼
を
掘
っ
で
、
時
涯
を
賭
け
た
救

済
策
探
求
の
誕
へ
邑
腹
立
た
せ
た
の
で
あ
る
。

之
に
謝
ナ
る
最
初
の
解
答
は
、
所
謂
『
補
整
⑥
』

(gs宮
川
mm青
島
仏
。
]
Fる

で
あ
り
、
一
九
-
二
平
巨
提
案
せ
島
れ
、
其
の
偉
大
年
問
、
彼
自
グ
ヲ
ス

で
討
議
せ
ら
れ
た
。
フ
ィ
ッ

ν
ャ
ー
は
、
そ
の
逝
去
の
日
に
亘
る
記
、
時
々

.
の
盟
論
的
・
質
践
的
薄
弱
さ
主
政
治
的
不
可
能
性

K-
も
拘
ら
ず
、
ド
ル

安
定
の
基
礎
的
手
段
と
し
て
、
此
の
考
案
に
限
り
無
き
撞
著
を
抱
い
て
い

た
。
陥
の
提
案
は
、
物
慣
騰
貴
が
制
止
さ
れ
る
畠
、
毎
月
一
%
宛
、
貨
幣

ゴ
ー
ル
ド
・
ヨ
シ
ア
ン
ト

の
量
目
を
晴
加
し
て
行
事
、
又
物
情
水
槽
下
落
の
場
合
は
、
下
落
ノ

J
F

停
止
す
る
迄
、
一
%
宛
減
少
し
て
行
〈
と
云
う
方
法
で
あ
る
。
此
的
安

定
化
策
に
は
、
d

慣
植
の
安
定
的
な
尺
度
、
万
至
貨
幣
量
目
補
整
の
基
車
一
が

必
要
と
せ
ら
れ
た
。
「
然
し
」
そ
の
常
時
、
「
指
数
叩
科
革

K
封
し
て
は
儀

り
注
意
が
抑
わ
れ
て
居
ら
な
か
っ
た
。
」
(
フ
ィ
ッ
シ
ャ

1
)
そ
し
て
、
ド

h

ル
の
、
財
一
般
陀
輔
副
す
る
平
均
購
買
力
の
明
確
な
舵
量
的
翻
念
が
帯
悲
し

な
か
っ
た
。
曲
目
必
要
忙
温
ち
れ
て
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
、
物
情
指
数
〉
】

続
計
畢
へ
注
意
を
向
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
か
〈
て
一
九
ニ
二
年
、
彼

ー
は
指
数
企
式
に
関
す
る
最
も
包
括
的
な
研
究

R
‘

F
E
E
t『
E
2

zzEZaw〉
由

E《
q
L
F
O
R
〈
月
F
E
Z
-
4
2
Z
自
己
問
。
】
戸
T
Z
J・3
を

長
刊

L
た
。
[
之
に
は
後
民
欝
曹
が
同
て
い
る
。
〕
惑
で
彼
は
殿
栴
な
樺
操

民
基
い
て
、
演
締
的

E
つ
師
納
的
に
数
多
〈
b
A
r
式
を
駿
霞
し
、
バ

l
v
v

占ノ、
八

第
六
親

四
ll. 
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ヱ
買
主
ラ
九
パ
・
4
レ
丸
式
之
の
幾
何
平
均
と
し
て
の
所
詞
『
理
想
式
』

(
E
E
H
F日
巳
る
に
到
達
し
た
。
翌
年
、
彼
は
新
聞
陀
一
週
間
毎
に
卸
買

物
情
指
数
を
鐙
表
し
始
め
た
。
「
そ
れ
は
今
迄
忙
設
表
せ
ら
れ
世
最
初
の
週

明
指
数
で
あ
っ
た
」
之
は
ア
ィ
ヅ
シ
ャ
ー
の
自
負
の
言
で
あ
る
。
そ
し
て

'
其
の
費
表
の
主
要
目
的
は
、
「

Y
ル
の
購
買
力
を
表
わ
す
指
数
を
得
る
事
で

あ
り
、
兼
ね
で
、
ド
ル
は

3
y
ス
n
F
Y

卜
な
も
の
で
な
〈
、
町
接
的
な
も

の
で
あ
る
邑
呈
う
思
想
に
公
衆
を
慣
れ
さ
せ
る
事
L

で
あ
っ
た
。
斯

t
の

如
竃
民
畢
教
育

K
は
長
い
期
聞
を
要
し
た
。
一
九
ニ
七
年
、
ジ
ュ
ネ
ー
ゲ

λ
タ

ル
E

宇

A
V
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル

λ
タ
デ
イ
ズ

の

困

際

都

究

串

院

で

の

構

載

に

基

い

て

署

さ

れ

た

£

同

阿

国

宮

B
4
E
Z
E
E
-
冨
回
∞
ョ
は
比
の
種
の
教
育
を
吏
に
押
し
擁
め
た
も
の

で
あ
る
。

y
ィ
ヲ

ν占
Y
E
は
そ
の
著

R
出

E
V
H
m
v
p自
て
噌
民
股
て
、
特
に
骨
来

固
に
於
る
安
定
化
運
動
の
隠
史
を
裁
強
し
、
比
の
芳
野
で
の
彼
自
身
円
言

行
輯
を
緩
る
と
と
に
依
っ
て
其
の
描
出
を
終
っ
て
い
る
。
一
九
一
一
一
四
年
迄

臣
、
彼
は
肱
の
何
揮
に
聞
し
て
「
九
九
掴
の
書
簡
を
受
取
り
、
其
の
他
に

新
聞
へ
町
三
七
遁
の
手
紙
、
二
ハ
一
篇
の
特
昧
論
文
、
更
に
政
府
の
審
問

に
居
け
る
九
ワ
の
罷
冒
、
二
一
語
町
個
人
廻
草
、
及
び
十
一
二
加
の
書
物
を

受
取
っ
た
。
」
そ
し
て
、
彼
の
生
涯
の
掛
り
の
十
三
年
間
、
彼
の
審
越
は

比
白
問
題
を
締
り
同
じ
歩
調
で
続
い
た
の
?
あ
る
。
「
之
撃
の
著
作
は
、

調
帯
的
な
も
の
と
事
門
的
な
も
の
と
に
ニ
大
別
さ
れ
る
が
、
夫
々
は
衣
の

四
ワ
の
耳
目
の
下
に
纏
め

b
れ
る
b

仰
基
礎
的
障
盟
〈
例
え
ば
民
国
H
O

F
E
M
E白
岡
市

2
2主
再
自
冊
子

:
4
2
2
自
己
目

4
5
2
3・J

m
購

ア
1
V
ィ
ン
グ
・

7
4
ツ
シ
ャ
ー
の
生
涯

〆

買
力
の
測
定
(
例
え
ば

R
H
Z
F
F問
。

2
E
2
z
z
r
g
J
m時

ハ
-
4

ヨ
ス
ト
e
オ
ザ
・
リ

vaqシ
ゲ

事
問
題
、
特
に
『
高
生
活
費
』
問
題
k
関
連
す
る
曲

ρ
購
買
力
の

諸
研
究
(
例
え
ば

E

耳
S
F
W
ロ
品
目
Z
自
国
阿
世
間
関
・
J

及
び
『
景

鈍
の
沈
滞
』
(
例
え
ば
a
R

叶
吉
宮
R
r
冒
貝
府
内
向
付
。
且
訂
百
円
山
k

，F
吋
・
ご
)
何

安
定
方
法
に
闘
す
る
著
作
(
例
え
ば
食
日

E
Z
E
E悶
EOHV。
Z
R
2
4
H
M
O

冨
o
H
W
E
-
5
て
、
E
F
3
2
w
h
出
sow-J」

之
撃
の
著
作
に
従
っ
て
、
彼
の
生
涯
の
種
々
の
段
階
に
於
る
彼
の
安
定

化
僚
に
は
数
多
〈
の
も
の
が
列
挙
せ

b
れ
よ
ろ
。
売
づ
、
前
越
の
『
補
整

ド
ル
』
。
謹
邦
準
備
局
、
或
い
は
よ
り
一
層
包
括
的
な
貨
鮪
質
問
に
依
る

時
間
市
場
政
策
ロ

F
ぜ
ル
円
増
案
に
倣
い
、
緩
慢
な
買
上
K
指
し
て
は
罰

則
を
設
け
、
貨
幣
の
補
語
を
促
進
し
て
保
蔵
を
防
止
せ
ん
と
す
る
『
ス

p

p
プ
ト

V
マ
ネ
1
』
。
ス
ウ
ェ

1
デ

y
に
於
る
が
畑
き
金
主
は
摘
立
町
管

プ
U

ヲ
d
q
ヅ
ト
リ
ー
一
ア
イ
シ
ヨ
U

型
賃
符
。
『
利
潤
制
限
』
帯
々
。
一
般
に
フ
ィ
沙
シ
ャ
ー
の
初
期

の
樺
作
に
於

r
同
、
輯
行
信
用
の
役
割
出
騨
調
せ
ら
れ
て
貨
幣
の
ス
ト

¥

司

ヲ
タ
に
草
枯
が
置
か
れ
た
。
従
っ
て
彼
円
安
定
化
の
試
E
F

は
、
交
換
方
程

弐
の
信
用
項
よ
り
も
貨
幣
賓
が
強
開
せ

b
札
た
。
然

L
、
君
。
年
代
田
初

期
、

V
カ
ゴ
大
事
に
同
町
る
グ
ル
ー
プ
が
故
へ
ソ

P

1
・

c
・
サ
イ
毛
ン
ズ

教
授
指
導
の
下
臣
、
担
行
信
用
が
公
債
に
基
金
且
っ
そ
れ
を
超
過
し
な
い

J

1

ポ
ン
ド
リ
ザ
す
ズ

一
O
O
%準
備
制
度
を
提
案
費
展
せ
し
め
て
種
目
『
岳
債
栴
備
』
の
熱
心

な
唱
導
者
と
な
っ
た
。
1
1
4
彼
の
数
多
い
安
定
化
策
を
こ
の
様
に
列
車
、
ず

る
時
、
人
位
、
担
行
業
者
苧
保
守
家
謹
U
F
彼
+
祝
日

L
て
危
険
な
週
貨
鰭
掛

イ
ン
フ
レ

l
v
ヨ
之
ス
ト

師

(

何

回

D
r
E
S
F
F
n
E
2
2
4
)
、
或
い
は
時
に
調
貨
膨
脹
捕
者
、
と
倣

四
九

第
穴
十
ニ
巷
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ア
I
Fィ

y
r
・
7
ィ
ザ

ν
ャ
ー
の
生
渥

し
た
理
由
が
明
か
・
と
な
ー
る
で
あ
ろ
う
。
恭
し
彼
は
、
心
底
可
決
し
て
イ
ン

一
ア
い

:
vョ
-
-
ス
ト
で
は
な
か
っ
た
。
一
九
三
二
年
に
於
る
が
如
き

l
l

被
は
そ
の
年
の
高
さ
へ
情
時
水
準
を
回
復
せ
ん
と
岡
宮

|
i統
制
さ
れ

た
『
レ
フ

ν
イ
シ
ョ

y
』
を
信
じ
て
い
た
の
に
祖
ぎ
自
由
で
あ
る
。

ヌ
ィ
沙
ジ
ャ
ー
は
語
貨
安
定
化
の
盟
論
的
研
究
に
出
ま
る
と

k
を
は
て

満
足
し
な
か
っ
た
。
彼
は
自
ら
の
桝
究
の
指
し
示
す
方
向
に
従
ワ
て
、
政

章
へ
の
抑
え
胡
れ
均
衡
動
に
掘
ら
れ
た
。
不
安
定
な
貨
幣
の
臨
m
b
す
嗣
管

を
眠
の
省

p
忙
目
撃
、
感
得

L
、
其
の
原
肉
と
救
滑
筑
E
を
愛
見
し
た
以

上
、
自
b
僑
L
得
る
凡
て
の
事
を
偽
さ
ん
曹
と
怯

b
し
た
の
で
品
る
。
彼
は

凡
一
明
る
手
段
を
輩
し
て
精
力
的
な
運
動
在
始
め
た
。
『
安
定
貨
幣
連
盟
』

〈

m
g
z
m
-
3
4
Z品
目
。
)
を
組
織
も
、
其
の
財
政
的
支
援
の
努
を
惜
ま

ず
崎
謹
盟
の
偶
に
は
多
〈
円
事
を
書
き
且
世
話
っ
た
。
之
は
『
補
整
ド
ル
』

並
引
に
そ
の
他
の
龍
安
定
策
の
宜
俸
醐
闘
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
彼
は
、
安

対
北
陸
筑
と
其
円
具
値
的
柚
構
を
草
す
る
ゴ

1
2
t
l・
ス
ト
ロ

シ
グ

-
Fォ
I
ヒ
1
ズ
法
案
の
如
き
議
案
を
唱
事
ず
る
下
院
議
員
を
獲
得

L
た
。
彼
は
増
数
や
八
位
式
轄
の
理
論
的
要
具
を
提
供

L
て
之
在
パ
V

グ
・

ア
汐
プ
し
た

o
v
'
レ
y
験
授
E
共
虻
、
園
陳
情
椅
ホ
嘩
を
高
め
る
手
段

ヂ
ゲ

7
9
岳
エ

4
1

と
し
て
一
九
=
一
三
年
四
ド
ル
の
貨
幣
且
耳
目
を
切
下
げ
る
樺
目
、
フ
ヲ

ν
タ

叩
ン
・

D

・
ル
ー
ズ
ゲ
ェ
ル
ト
大
統
掴

E
設
得
し
た
こ
と
も
あ
る
。
そ

L

て
之
轄
の
凡
ゆ
る
努
力
は
、
査
〈
最
高
由
利
他
的
動
機
民
基

4
精
紳
の
泊

露
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
八
十
歳
の
誕
時
一
回
作
彼
は
公
吋
の
席
上
で
、
私

は
安
定
化
促
誕
の
儒
に
私
費
十
高
ド
必
以
上
費
し
た
左
唾
懐
L
て
い
る
。

第
六
十
二
巻

第
六
鵠

五
O 

豆
七

O

個
人
的
・
組
馳
的
努
力
を
通
じ
て
長
旦
己
の
信
ず
る
主
と
み
を
押
し
組
曲
、

ん
k
す
る
彼
の
怯
向
は
、
彼
の
金
活
動
を
特
徴
付
吋
る
も
の
で
あ
り
、
そ

れ
は
翠
に
貨
幣
安
定
化
の
問
題
目
於
て
の
み
で
は
な
か
っ
た
。
ハ
ミ
ル

ト
シ
・
ホ
ル
ド
ー
と
共
に
、
彼
は
、
後
に
ウ
ィ
ル
ソ
ン
大
統
領
が
岡
際
連
盟
と

し
て
具
象
化
し
た
思
想
を
定
型
づ
け
た
最
初
の
一
人
E
あ
る
。

R
F
E
唱。

adfJ~E32KMaEE0.mFR耳
聞
神
田
当
官
Z
P
E
t
-
の
一
一
著
を
褒
表

L
、
そ
の
宣
布
の
偽
に
は
合
衆
闘
を
遍
〈
、
六
ケ

H
K
Z
7
て
運
動
し
て

歩
い
た
。
彼
は
貯
蓄
の
課
税
に
反
封
し
、

R
4
Z
Z
B戸
目
。
「
口
P
宮
内
乱

E島

F
O
E
t
-
-
P
E
E
n骨
E
F
E
Z
-
4
2
E
C
B還
を
著
わ
し
、
比
の

問
闘
に
閥
L
て
自
己
目
抱
懐
す
る
思
想
を
具
値
化
せ
る
議
案
巴
議
官
に
提

出
し
、
議
官
委
員
曹
の
討
議
以
前
区
其
の
問
題
を
論
E
た
。
然
し
彼
自
弘
F

ha
る
貸
践
的
活
動
の
滋
し
さ
は
、
彼
の
科
串
的
態
度
を
時
に
寄
な
い
、
彼

の
判
断
を
歪
め
る
事
が
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
売
。
一
九
ニ

0
年
代
、
ー
フ

ィ
ッ

V
占

7
1
は
、
他
の
多
〈
の
徒
由
軍
主
持
陀
、
急
激
な
生
控
土
男
、
と
、
株

式
市
場

P
俄
景
気
に
些
か
迂
頂
天
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
元
々

の
斐
産
k
徒
越
の
有
醇
指
数
表
の
臨
盟
関
並
岬
げ
に
共
の
事
業
の
成
功
と
に
依

つ
T
宮
硲
で
あ
一
り
た
彼
位
、
投
機
に
依
っ
て
更
に
障
を
積
ん
だ
。
彼

ι、

一一手

t
イ
ヨ
ノ

1
y
ク

4
ア
ヲ

新
経
済
時
代
謀
れ
り
と
偽
す
設
の
最
も
柴
翻
的
な
誼
欧
者
自
一
人

唱
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
二
九
年
十
月
忙
始
ま
る
大
恐
慌

ω
現
貸
怯

在
感
得
す
る
に
掴
拍
て
鈍
感
で
語
っ
た
。
ア
ィ
ッ

V
ャ
ー
は
一
九
二
七
年

職
時
緊
滑
に
闘
す
る
市
民
委
員
骨
四
委
員
長
に
就
任

L
、
ヱ
同
年
に
は
園

内
禁
酒
に
闘
す
る
六

O
の
番
貝
舎
の
曹
長
を
勤
晶
、
熱
心
に
曲
の
蓮
司
を



支
持
し
た
。
そ
し
て

E
P。
E
Z
E
M
E
H
Z
4宅
2
F
H
S
F
3
R
F
o
r

zzzm両
日
記
害
者
S
F
E
N
-
を
若
わ
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
ふ

で
は
彼
は
、
疑
ひ
も
な
〈
官
職
的
に
、
民
理
を
見
出
す
'
二
胃
ふ
よ
nυ

も
寧

ろ
自
己
ア
立
場
に
都
合
の
良
い
資
料
の
み
を
選
ん
で
い
る
と
去
う
印
象
E

人
々
に
興
え
た
。
又
、
一
九
二
五

l
ニ
丸
勾
の
個
持
水
準
の
安
定
は
連
邦

準
備
局
に
草

ι負
う
も
の
と
描
信
し
、
其
即
位
の
要
悶
の
作
用
に
は
E
質

な
認
識
を
奥
え
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
比
撃
の
事
柄
に
閲
し
て
、
彼
M
H

、

他
円
事
象
に
謝
し
て
有
っ
た
科
事
的
明
確
3
k
の
平
衡
を
会
〈
世
き
、

ζ

れ
ら
の
醐
忙
紋
町
才
能
を
見
出
す
車
位
同
県
立
い
。
世
間
柄
に
闘
す
る
著
作

に
就
い
て
珠
に
然
り
で
あ
る
。

百
が
鶴
L
、
フ
ィ
ツ
シ
ャ
ー
は
、
『
吏
換
方
程
式
』
月
一
担
想
式
』
『
ド
ル
の

舞
踊
』

(
E
u
s
。『

p
o
F
]
-
Z〕
『
補
整

rル
』
『
安
定
公
債
』
『
指
数
貨

融
』
(
目
白

2
5明
)
『
分
配
の
遅
れ
』
(
邑

m
E
E
R仏
日
品
)
『
比
傾
岡
表
』

tEA
ベ
4
h
V
4
J
J

(
号
口
。
島
出
向
)
『
小
切
手
帳
貨
幣
』

(OVEriず
BMn
目。
mmw)
『
不
待
認

ヌ
・
シ
方
リ
l

理
論
』
『
ユ
テ
イ
ル
』

(
E
r
)
〔
致
用
の
盟
位
〕
『
爾
整
輔
貨
柏
』
〔
邑
】
民
自

民
島
町
詔
回
開
口

E
E唱
)
『
商
品

y
ル
』
嘩
々
に
依

p
、
経
済
畢
的
命
名
者
と

し
て
消
し
曲
わ
由
痕
跡
を
砲
し
て
い
る
。
・
9
4
と
も
貨
幣
の
分
野
に
於
て

は
、
園
内
に
が
て
も
圏
外
に
あ
っ
て
も
、
フ
ィ
ッ
一
ν
ャ
1

程

度

々

引

用

せ、

b
れ
、
彼
町
審
物
程
多
〈
の
升
闘
賠
に
鶴
課
さ
れ
た
〔
例
え
ば
R

冨

OU4

臣
E
E
H
M
3
は
、
和
醐
問
、
摘
、
伊
、
側
、
波
関
、
支
、
西
、
希
、
目
本
習
が

あ
る
。
〕
ア
メ
9
カ
偶
蹄
事
者
は
恐
ら
〈
他
に
な
い
で
あ
ろ
う
。
彼
は
、
ロ

シ
ド
ジ
大
阜
、
ヵ
，
フ
ォ
ル
昌
ヤ
大
撃
、
南
カ

9
7
ォ
ル
昌
ヤ
大
事
及
び

ア
1
ず
ィ

yr
・7
ィ
V

シ
ャ
E
F

町
生
産

d
z
ネ
I
F
園
際
研
究
畢
院
で
蓮
横
講
義
を
播
慣
し
た
。
彼
は
一
八
九
三

i
・
九
四
年
に
か
け
て
、
ベ
ル
リ
Y
と
パ
u
p
l
で
研
舗
を
一
積
hv
、
ア
テ
ネ
大
{

串
、
ロ

I
ザ

γ
ヌ
六
事
か
ら
名
審
事
位
を
奥
え
ら
れ
た
。
ア
メ

B
カ
経
済

皐
骨
、
ア
メ
U
J
カ
統
計
皐
曾
、
計
量
経
済
畢
舎
、
ア
メ

9
カ
傍
働
立
法
皐

官
、
園
家
紅
倉
科
皐
官
、
ア
メ

P
刃
優
生
率
曾
の
曾
長
、
仙
の
多
く
の
軍

ラ
{
7

・4
ク
λ

要
な
園
家
呑
員
宮
町
議
長
を
動
拍
、
頁
匹
ア
メ

9
カ
優
生
皐
舎
、
長
生

テ
J
J
J
J

ヨ
ヨ
シ
イ
レ
ス
一
ア
イ
チ
ユ
l
ト
u
q

ア
イ
タ
リ
?
イ
1
・ν
3
1
ト
・
才
フ
イ
九

法

研

究

所

、

生

活

力

記

雄

時

間

Rdv安
定
貨
幣
連

盟
の
創
立
者
で
あ
ワ
た
。
縄
済
撃
者
に
じ
て
、
斯
く
も
多
数
の
研
究
開
睡

及
世
共
の
他
の
園
陸
か

b
名
替
を
唱
え
ら
れ
た
人
が
嘗
て
晶
っ
た
で
あ
ろ

う
か
。一
九
一

O
年
に
ヲ
ィ
ヅ

ν
ャ
ー
は
有
形
指
数
表

(
4
E
E
r
r
E骨
同
司
mh

r
E
)
を
費
拐
し
、
其
の
製
揖
販
賢
官
祉
を
起
し
た
。
事
業
は
大
い
に
鹿
功

L
、
持
回
収
益
拡
大
部
分
彼
の
研
究
色
、
貨
幣
安
定
化
及
刊
日
後
撞
の
卦
柴

保
偉
宿
越
の
運
動
資
金
'
と
し
て
使
用
せ
ら
れ
た
。
比
の
脅
祉
は
、
一
九
一
ニ

六
年
柏
田
令
祉
と
共
に
レ
ミ
シ
ト
ン
曾
祉
に
合
同
せ

b
れ
た
。
フ
ィ
ヲ
シ
¥

A
γ
E
は
晩
年
四
ニ
十
平
問
、
比
の
レ
ミ
ン
ト
ソ
曾
枇
の
重
役
と
し
て
活
躍

L
任
。
然
L
比
四
考
案
に
依
っ
て
接
待
し
た
官
は
拍
E
7大
部
分
、
一
よ
百
三

九
年
の
大
恐
慌
で
失
わ
れ
て
し
ま
っ
字
。
彼
は
又
、
パ
Y

Y

ア
ロ

1
置
気

遣

事

世

、

y

ノ

ト

ン

位

、

t
v
p
-
Z
7・
7
一7γ

草

ラ
一
ア
ィ
マ

E
質
融
所
、
ギ
ロ

B
度
量
衡
骨
枇
及
び
0

・
ス

P

E
・
7
u
F

タ
ツ
脅
粧
の
重
役
で
も
あ
っ
た
。
彼
の
紐
匪
忙
於
る
紹
頂
期
に
は
、

-TA

-
-
内
ゲ
ン
、
-
ユ
】
・
ヨ

E
タ
及
び
ヲ
シ

γ
ト
ン
に
有
山
部
な
る
開
削
買
を

一宮、

第
六
十
=
巻

-t -

第
六
続

五



ア
ー
グ
ィ

y
r
・
7
ィ
ヲ

V
ャ
ー
の
生
涯

擁
す
る
事
務
所
を
有
ワ
て
い
た
。
彼
轄
の
内
に
は
優
秀
な
鱈
務
皐
岩
統
計

磨
者
が
居
た
一
。

視
の
片
山
涯
的
第
一
義
的
活
動
は
週
貨
安
定
の
努
力
で
あ
っ
た
が
、
品
目

指
動
と
併
せ
て
、
彼
自
終
生
町
関
心
事
が
個
人
及
。
公
最
の
健
康
晴
起
と

云
う
問
題
に
も
存
し
た
事
が
銘
記
せ
忌
れ
ね
ば
な

b
向
。
最
初
に
誼
へ
た

如
〈
彼
の
究
は
肺
結
核
で
世
を
去
っ
た
の
で
あ
る
が
、
ア

t
F
イ
ン
グ
も

文
、
思
半
世
諦
丈
作
成
的
問
か
ち
父
、
と
同
じ
病
の
搬
し
い
援
病
に
ま
っ
て
脅

か
さ
れ
て
い
た
。
彼
は

L

I
ル
で
教
職
に
あ
っ
た
段
相
円
三
年
間
ご
八

九
八

l
一
九

O
一
)
賜
暇
を
得
て
サ
ラ
ナ
ッ
夕
、
コ
ロ
ラ
ド
温
泉
、
サ
ン

タ
パ

1
パ
ラ
で
病
い
を
養
ワ
た
o
帥
の
昨
河
川
閣
に
於
る
闘
病
生
活
は
彼
自

綿
棒
陀
ニ
つ
の
京
大
な
意
義
を
賢
ち
し
た
樺
に
思
わ
れ
る
。
一
つ
目
.
そ

れ
温
、
単
生
の
或
る
者
か
ら
は
時
決
で
あ
る
様
に
忠
わ
れ
、
よ
そ

1
¥
L

〈
、
温
か
い
人
間
的
同
情
を
怯
い
も
に
彼
の
感
情
的
極
陸
の
噂
換
鮎
と
な
っ

た
事
で
品
目
、
キ
」
一
つ
は
細
心
的
誌
意
ど
鍛
借
な
き
自
己
鍛
醜
k

k
依
っ

て
完
全
信
健
康
を
回
復
し
、
多
端
な
生
涯
に
於
る
鷲
〈
ベ
き
多
角
的
な
活

躍
に
も
拘
ら
ず
、
冊
八
十
歳
町
長
講
を
全
う
し
得
た
と
と
で
あ
る
。
そ
し

て
、
初
期
の
透
徹
し
た
思
考
と
糠
密
な
数
事
的
簡
潔
さ
と
に
依
る
優
れ
た

設
用
理
融
的
分
析
の
頭
脳
的
健
康
が
曲
年
迄
衰
え
る
こ
と
な
〈
保
持
せ
島

れ
て
、
貨
幣
の
限
界
設
用
目
統
計
的
測
定
に
封
ず
る
新
b
い
方
法
を
致
民

せ
し
め
、
計
量
経
済
串
の
稔

p
壁
か
な
希
望
を
開
拓
し
、
又
所
得
課
税
白

理
論
へ
の
新
鮮
な
闇
心
を
暁
起
ぜ

L
品
た
の
で
あ
る
。

(
k
'
E己
mZE-

冨
Z
H
E
-
吉
宮
内
E
Z目
白
閥
、
耳
目
問
自
巴

E
H
E
w
-
E
a
d
m
R
E
m
p
m

第
六
十
=
巻

七

五

第
六
競

τE舟E
。且町

r悶
甲F会
m唱唱崎持刊切訴朋即官宮4耳何凶
F尉
iのEEe自B白自M弱
何
叶
己
"

n
。白町仲出同寸】ロ↓帥向
R内内史vx比《臼凶凶肖同口
w-r凶。

=c回
吋
。
「
ト
]
『
出

.n]魁巳同ユ目
r州.
】

c樗一凶
4
)

被
自
身
の
健
康
の
匪
且
は
、
又
仙
の
人
々
の
健
康
に
封
ず
る
心
か
ら
な

る
関
心
事
と
な
一
ワ
た
。
差
し
誼
る
苑
に
誼
面
し
て
、
時
や
ふ
か
で
あ
っ
た

過
去
の
彼
の
心
に
は
、
多
f

〈
の
他
の
人
々
に
就
い
て
の
人
間
個
怯
の
儒
値

に
劃
す
る
溢
れ
る
如
き
許
債
の
念
が
湧
き
起
り
、
自
己
の
尊
政
相
前
史
ー
と
拡

凡
そ
平
行
し
相
に
も
な
い
結
合
た
る
、
合
衆
白
保
健
厚
生
に
封
す
る
精
力

的
献
身
的
な
活
動
に
自

b
を
掲
げ
尚
さ
し
め
る
と
k
h
な
っ
た
ロ
彼
は
、
ド

ピ
オ
ロ
チ
フ
ク
リ
ヴ

4
シ
グ

グ
ダ

I
・
ケ
ロ

Myrが
『
産
物
事
的
生
活
措
』
k
稽
し
た
模
範

E
自

b
のi
生

活
K
於
い
て
展
開
し
た
。
而
も
ケ
ロ
ッ
グ
白
菜
食
主
義
に
拡
徹
頭
徹
尾
悦

う
と
正
が
な
か
ワ
た
。
彼
は
自
与
の
哲
闇
申
を
風
聞
す
る
に
方
っ
て
、
如

何
な
る
人
町
発
生
法
を
も
金
的

K
は
鵜
呑
み
す
る
と

k
は
し
な
か
う
た
の

ポ
ス
ヂ
ユ
ア

で
あ
る
。
恭
し
、
あ
れ
乙
れ
と
他
の
人
々
か
ら
畢
び
と
っ
た
。
姿
勢

1

・1ナエ
F

ヲ
レ
乎
ヤ

qズ
A

精
子
、
健
康
靴
、
酸
性
ミ
ル
ク
、
フ
ル
ー
ツ
・
ジ
ュ
ー
ス
、
岨
噌
主
義

1
1如
何
に
新
奇
な
考
へ
ア
あ
ゐ
う
と
、
常
に
試
b
τ
h
F
て
は
ー
一
屡
々
そ
れ

を
白

b
の
も
の
と
し
て
'
と
り
入
れ
た
。
ベ

9
オ
ヂ
ィ
ッ
タ
・
イ
グ
ザ
ミ
ネ

イ
シ
ョ

ν(定
期
診
察
)
円
寺
へ
を
弘
施
す
る
儀
匹
、
彼
は
，
長
止
法
研
究

所
を
創
立
し
た
、
ド
ク
タ
ー
・

7
ィ
ス
ク
と
共
著
で

E

ロ9
4
弓
吉

]
Z
5
3♂

E
A山
け
に
し
た
。
彼
の
死
去
少
し
前
に
は
其
の
二
十
一
版
い
か
出
た
。
ェ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル

Z
Y
J
q
ンヱ
b
h
J

イ
l

ル

で

は

、

彼

は

圏

民
i

能
事
に
闘
す
る
有
名
な
講
義
を
行
。
、

大
部
分
を
個
人
と
卦
阜
県
と
の
健
康
の
問
題
に
捧
げ
た
。
彼
位
阿
僚
の
司
ン

u
p
B
-
w
・
ア
ァ

1
ナ
ム

k
共
働
し
て
皮
煩
草
連
盟
の
振
興
に
努
め
(
真



目
前
却
の
如
〈
勢
同
運
動
を
翠
・
4
L
〈
誕
越
し
、
玄
メ
一
u
，
ヵ
健
在
皐
官
と

生
活
力
記
晶
所
と
の
基
礎
を
築
い
た
。
彼
の
此
の
方
百
円
運
動
は
ロ
ピ
u
y

y
財
圏
、
そ
の
他
の
囲
憧
円
支
援
に
悼
り
研
究
が
続
け
ら
れ
た
。
そ
し
て

間
世
帯
越
に
闘
す
る
諸
曾
舎
の
長
い

9
ス
ト
に
於
る
最
も
活
動
的
な
メ
ム

バ
ー
の
一
人
で
あ
っ
た
。
?
，
、
の
如
〈
主
義
の
需
に
自
ら
を
献
じ
て
、
彼

揮
の
健
康
な
長
一
需
を
全
う
す
る
に
値
し
た
人
は
他
に
見
嘗

b
ぬ
で
あ
ろ

う。
彼
の
文
抽
置
は
非
常
に
平
易
で
あ
っ
た
。
簡
謀
な
自
営
用
語
、
短
明
な
章

句
、
虚
師
な
き
一
度
帳
、
聞
耳
宵
な
明
置
を
駆
使
し
た
。
彼
は
自
己
の
思
想
の

明
確
な
表
示
に
注
意
を
姉
世
、
色
々
左
官
ひ
魁
し
を
醐
盟
主
、
或
い
は
話
の

角
度
を
換
え
て
は
幾
度
も

1
¥議
論
を
繰
返
し
た
。
民
量
殺
育
と
一
百
う
見

地
か
ら
そ
れ
位
低
度
目
知
的
水
草
的
人
々
町
鶴
に
つ
害
者
下
さ
」
れ
た
自

で
あ
」
、
凡
ゆ
る
型
柏
刊
行
物
に
於
て
そ
う
で
あ
っ
た
。
彼
は
要
時
的
な

附
韓
民
弦
皐
的
統
計
的
F
I
a
F
を
左
り
入
れ
、
其
の
誓
帽
を
一
層
調
み
晶

く
し
た
。
或
る
揚
骨
に
は
、
重
厚
世
帯
物
を
識
か
過
す
時
聞
に
乏
し
い
多

ダ
イ
ヂ
Z
A
ト

忙
な
識
者
の
便
宜
を
慮
り
、
其
の
冒
頭
に
要
時
を
も
づ
て
来
た
り

L

た
。
役
時
思
想
は
常
に
挑
職
的
な
方
法
で
品
閉
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
結

果
惹
起
さ
れ
た
摘
容
に
依
ワ
て
、
彼
は
官
接
問
題
を
充
分
に
論
究
L

E
つ

鏡
揖
を
捜
古
ナ
る
掛
官
を
得
た
。
晩
年
の
十
年
聞
に
於
て
は
、
彼
自
著
部

は
盟
鰐
的
で
、
彼
自
一
般
的
題
目
白
或
る
時
々
町
周
商
え
の
適
用
に
捧
げ

b
れ、
i

而
も
自
己
の
理
論
町
擁
護
に
活
畿
を
極
め
た
。

融
り
に
も
多
忙
な
企
滑
に
災
わ
い
さ
れ
て
、
教
職
に
在
っ
た
最
後
四
一
一

ア
ー
ゲ
ィ

y
グ
・

7
ィ
ッ

νャ
ー
の
生
援

十
五
年
間
、
彼
は
教
授
に
#
一
〈
の
時
間
を
向
け
る
と
ー
と
が
出
車
な
か
?

先
、
彼
の
講
義
は
僅
か
で
あ
り
、
大
部
分
休
講
だ
づ
た
。
そ
こ
で
、
彼
自

演
習
は
、
被
が
そ
の
時
々
に
書
い
て
い
る
書
物
の
問
題
、
或
い
は
研
究
し

ワ
ム
あ
る
題
自
に
闘
す
る
教
程
を
提
供
し
、
ぞ
れ
に
皐
生
を
使
う
こ
を
す

あ
っ
た
。
比
の
棋
に
し
て
、
卒
業
生
白
或
る
血
管
は
非
常
陀
得
難
い
親
調
奇

聞
揮
を
得
た
の
で
あ
る
。
彼
は
そ
の
時
代
の
偉
大
な
人
々
、
事
者
連
に
立

ち
混
ヲ
て
活
動
し
数
々
の
名
饗
を
受
け
た
け
れ
ど
も
、
常
に
謙
謹
に
し
て

蓮
亀
高
振
る
左
こ
ろ
が
な
か
ヲ
た
。
常
匹
目
串
生
の
宮
見
正
前
理
と
に
章
敬

を
姉
い
、
彼
等
の
遇
棋
宇
未
熟
に
却
し
て
は
寛
大
で
あ
り
、
議
論
す
る
に

賞
っ
て
も
郷
軍
な
態
度
を
闘
さ
な
か
っ
た
。

あ
で
や
か
な
ア
ィ
ヅ
一
ゾ
ャ

1
夫
人
と
共
に
、
彼
は
卒
業
生
に
と
っ
て
も
γ

同
僚
に

k
っ
て
も
褒
矯
あ
る
主
人
で
あ
り
、
一
一
人
揃
っ
て
著
名
な
締
潜
血
宇

者
の
官
舎
に
席
を
連
ね
た
こ
と
が
屡
々
見
受
け
ち
れ
た
。

再
々
は
、
よ
〈
話
題
に
上
る
ヨ
ェ

1

・
ィ

γ
グ
ラ
ン
ド
的
体
統
が
、
ァ

I

F
ィ
グ
・

7
布
ヲ

νャ
ー
の
止
躍
の
眠
障
且
旧
作
、
最
も
躍
畑
も
た
る
を
貝
出

す
ア
あ
ろ
う
a
視
は
=
ュ

1

・
ィ
ン
グ
ラ
シ
ド
の
奮
家
的
性
れ
だ
っ
た
ι

の

で
あ
る
U

一
昨
年
(
四
六
年
)
十
月
、
ア
ト
ラ
ピ
ア
ィ
州
ア
ク
・
シ
テ
ィ

1
市
に
於

け
る
ア
メ

9
カ
統
計
問
中
曾
の
年
女
例
舎
に
於
て
は
、
彼
の
世
誕
八
十
農
を

祝
賀
し
て
額
績
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
操
り
ひ
る
げ
ら
れ
た
。
そ
し
て
誕
品
亜
日

の
午
餐
骨
K
は、

a
ュ
ー
・
ョ
，
グ
の
品

I
ル
・
タ
ラ
プ
で
多
数
の
友
人

建
um
彼
を
努
っ
た
の
で
あ
る
。
ー
ー
だ
が
彼
の
死
去
は
そ
れ
か
ら
問
も
耳

第
六
十
二
巻

= 
七
コ

第
六
腕

五



ア
E
V
ィ

y
グ
・
ア
ィ
ツ
ジ
+
戸
の
生
涯

か
っ
た
。

剖
何
な
る
他
の
ア
メ

w，
ヵ
紹
務
事
者
よ
り
も
立
ち
優
っ

τ、
rー
グ
ィ

，y
グ
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
、
人
間
の
繭
世
に
封
ず
る
情
熱
的
な
改
新
謹
勤

町
輯
抑
止
、
級
柑
引
に
し
て
、
且
つ
闘
力
な
精
神
ー
と
を
結
び
合
わ
せ
た
。
そ

L
て
常
持
な
費
刀
を
盾
ξ
し
て
典
的
理
方
を
轄

L
〈
押
し
謹
め
て
疲
れ
る

と
&
を
知

b
な
か
ヲ
花
。
彼
は
金
網
間
抽
間
科
事
を
損
充
、
深
化

L
、
且
ワ
企

衆
の
保
健
白
分
野
に
於
て
の
み
な

b
f、
其
の
他
多
〈
の
部
門
に
於
て
普

に
封
ず
る
擁
遺
苛
影
響
を
典
え
た
。
圏
内
鱈
涛
安
定
位
の
課
題
k
園
際
閥

保
安
定
の
問
題
目
、
勿
論
、
彼
円
前
カ
ー
と
精
力
と
に
劃
し
て
は
録

p
巨
大

き
過
だ
し
た
。
出
、
そ
れ
に
し
て
も
、
人
は
、
彼
の
県
敢
な
活
躍
に
依
ワ
て

鼓
韓
せ
ら
れ

f
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
叉
、
彼
は
明
断
な
説
明
方
出
を

ヱ
〈
マ
ス
タ

B
L、
E
ヲ
教
事
的
天
分
に
恵
ま
れ
て
、
吾
々
の
思
考
の
金

ホ
準
を
引
を
上
げ
て
呉
れ
た
。
諮
識
な
〈
、
民
面
目
一
一
軒
長
り
な
彼
自
民

意
を
噛
う
と
&
が
あ
ろ
う
ξ

弘
、
彼
の
生
涯
の
重
要
性
に
は
敬
農
の
念
を

禁
じ
得
な
い
。
岳
共
の
利
益
に
封
サ
る
活
動
的
な
肱
身
部
有
能
な
る
精
神

主
桔
世
襲
る
時
、
善
人
的
如
何
に
素
晴
ら
し
古
か
を
w

ア
1
ず
ィ
ン
グ
・

7
ィ
mツ

V
ャ
ー
の
生
涯
は
ず
ィ
ず
ィ
ツ
ド
に
物
語
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
あ
ろ
う
か
。
〈
一
一
・
ニ
ニ
)

(
附
記
)

初
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司
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m
o
r
'
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h
q
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F
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q
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d
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r
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η
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Q
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市
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F
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参
看
L
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第
六
十
三
巻

七
回

得
な
か
っ
た
の
を
遺
憾
と
中
円
る
。
第
六
磁

五
回


